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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)

【公開番号】特開2021-118562(P2021-118562A)
【公開日】令和3年8月10日(2021.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2021-036
【出願番号】特願2020-8622(P2020-8622)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｍ   7/48     (2007.01)
   Ｈ０１Ｌ  25/07     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  25/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/473    (2006.01)
   Ｈ０５Ｋ   7/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｍ    7/48     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ   25/04     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｌ   23/46     　　　Ｚ
   Ｈ０５Ｋ    7/20     　　　Ｑ
   Ｈ０５Ｋ    7/20     　　　Ｍ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月18日(2021.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力変換回路を構成する少なくともひとつの半導体素子（５１）と、前記半導体素子に
電気的に接続された少なくともひとつの主端子（５５）と、を有する半導体モジュール（
５０）を複数備える半導体モジュール群（５０Ｇｒ）と、
　前記半導体素子を有しておらず、少なくとも一部の前記半導体モジュールと並んで配置
された、少なくともひとつのダミーモジュール（６０）と、
　冷媒が流通する流路をそれぞれ備え、前記半導体モジュールおよび前記ダミーモジュー
ルの並び方向において、前記半導体モジュールおよび前記ダミーモジュールのそれぞれを
両面側から挟むように配置された複数の熱交換部（７１）を有する冷却器（７０）と、
　コンデンサ（３０）と、
　前記コンデンサと前記主端子とを電気的に接続する少なくともひとつのバスバー（１０
０）と、を備え、
　前記ダミーモジュールは、少なくともひとつの金属体（６１）と、前記金属体に連なっ
ており、前記バスバーに接続された少なくともひとつのダミー端子（６３）と、を有し、
　前記金属体は、前記ダミーモジュールにおいて前記熱交換部により挟まれる面の少なく
とも一部をなしており、
　前記ダミー端子は、前記バスバーにおける前記コンデンサの接続部に対して、前記バス
バーに接続されたすべての前記主端子よりも近い位置で、前記バスバーに接続されている
電力変換装置。
【請求項２】
　前記ダミーモジュールは、前記冷却器における前記冷媒の導入口に対してもっとも近い
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前記熱交換部により挟まれている請求項１に記載の電力変換装置。
【請求項３】
　前記ダミーモジュールは、前記金属体を封止する封止樹脂体（６２）を有し、
　前記ダミー端子は、前記封止樹脂体の外に突出して前記バスバーに接続され、
　前記金属体は、前記封止樹脂体における前記熱交換部により挟まれる両面の少なくとも
ひとつから露出している請求項１または請求項２に記載の電力変換装置。
【請求項４】
　前記半導体モジュールのそれぞれは、前記主端子を複数有し、
　前記半導体モジュール群は、前記主端子として、複数の正極端子（５５ＤＰ、５５Ｐ）
と、複数の負極端子（５５ＳＮ、５５Ｎ）と、有し、
　前記コンデンサは、正極および負極を有し、
　前記バスバーは、前記コンデンサの正極と前記正極端子とに接続された正極バスバー（
１００Ｐ）と、前記コンデンサの負極と前記負極端子とに接続された負極バスバー（１０
０Ｎ）と、を有し、
　前記ダミーモジュールは、前記金属体として、第１金属体（６１Ｐ）と、前記第１金属
体と電気的に分離された第２金属体（６１Ｎ）と、有するとともに、前記ダミー端子とし
て、前記第１金属体に連なり、前記封止樹脂体の外に突出して前記正極バスバーに接続さ
れた第１ダミー端子（６３Ｐ）と、前記第２金属体に連なり、前記封止樹脂体の外に突出
して前記負極バスバーに接続された第２ダミー端子（６３Ｎ）と、を有し、
　前記第１金属体および前記第２金属体のそれぞれは、前記封止樹脂体における前記熱交
換部により挟まれる両面の少なくともひとつから露出している請求項３に記載の電力変換
装置。
【請求項５】
　前記封止樹脂体は、前記両面のひとつである第１面（６２ａ）と、前記両面の他のひと
つであり、前記第１面とは反対の面である第２面（６２ｂ）と、を有し、
　前記第１面および前記第２面のそれぞれにおいて、前記第１金属体と前記第２金属体と
がともに露出している請求項４に記載の電力変換装置。
【請求項６】
　前記封止樹脂体は、前記両面のひとつである第１面（６２ａ）と、前記両面の他のひと
つであり、前記第１面とは反対の面である第２面（６２ｂ）と、を有し、
　前記第１面および前記第２面のうち、前記第１面には前記第１金属体のみが露出し、前
記第２面には前記第２金属体のみが露出している請求項４に記載の電力変換装置。
【請求項７】
　前記第１金属体および前記第２金属体は、厚肉部（６１０Ｐ、６１０Ｎ）と、前記厚肉
部に連なり、前記厚肉部よりも前記並び方向の厚みが薄い薄肉部（６１１Ｐ、６１１Ｎ）
と、をそれぞれ有し、
　前記並び方向において、前記第１金属体の厚肉部（６１０Ｐ）が前記第２金属体の薄肉
部（６１１Ｎ）と対向し、前記第１金属体の薄肉部（６１１Ｐ）が前記第２金属体の厚肉
部（６１０Ｎ）と対向するように、前記第１金属体および前記第２金属体が配置され、
　前記第１金属体の厚肉部および薄肉部が前記第１面から露出し、前記第２金属体の厚肉
部および薄肉部が前記第２面から露出している請求項６に記載の電力変換装置。
【請求項８】
　前記封止樹脂体は、前記両面のひとつである第１面（６２ａ）と、前記両面の他のひと
つであり、前記第１面とは反対の面である第２面（６２ｂ）と、を有し、
　前記第１金属体および前記第２金属体は、前記第１面および前記第２面のうち、前記第
１面のみから露出している請求項４に記載の電力変換装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００７】
　そして、ダミーモジュールは、少なくともひとつの金属体（６１）と、金属体に連なっ
ており、バスバーに接続された少なくともひとつのダミー端子（６３）と、を有し、
　金属体は、ダミーモジュールにおいて熱交換部により挟まれる面の少なくとも一部をな
しており、
　ダミー端子は、バスバーにおけるコンデンサの接続部に対して、バスバーに接続された
すべての主端子よりも近い位置で、バスバーに接続されている。
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